
ダイワ・エム・ティ様

ミーティングボード導入事例

「コロナ禍によるWEB会議への移行」

導入前の課題

ダイワ・エム・ティでは、自動車内装部品の開発などを行っています。開発の打ち合わせや、お客様

へのプレゼンには紙の資料を配布し、更にプロジェクターで説明をするという手段を取っておりまし

たが、プロジェクターは部屋を暗くする必要があるため、メモがとれない、またPCの画面投影はでき

るものの、修正事項を記したものをデータとしてお互いに残せないといった問題がありました。

コロナ禍になり、ミーティングがWEBに移行したことで個人PCでの画面共有はしておりましたが修正

箇所の情報共有、並びに非常に緻密な部分の説明をするには不十分でした。

そんなときに富士市のテレワーク推進会議に参加して、MAXHUB ミーティングボードを紹介してもら

いました。製品のプレゼンを聞き、これまで苦慮していた情報共有がスムーズにできること、さらに

製品の細部まで容易に確認できるほど解像度が高いことを知り、非常に興味がわきました。

また、デジタル推進の上でも対外的なアピールにつながると判断し、購入に踏み切りました。

「わかりやすく、伝えることが可能に」

導入後の効果

MAXHUB ミーティングボードは会議室に設置し、主にZoomやTeamsを利用したWEBミーティング

や、お客様へのプレゼンに利用しています。

新型コロナウイルスの影響で、海外工場

へ行くことができなくなってしまいまし

たが、ミーティングボードに資料やCAD

図面を投影しながら、言葉では説明しき

れない、指示を手書きで書くことで直接

的な指導や、修正事項の共有ができるよ

うになりました。

カメラで現物を撮り、画素数の高い大画

面に映すと、細かな部分まで鮮明に見え

るので的確な指示が出せます。

MAXHUBのクオリティであれば、新型コロナウイルスが収束した後も、わざわざ海外出張に行く必要

がないのでは、と思っています。



ミーティングボード導入事例
また、お客様に対するプレゼンにおいて、紙の資料だけでは説明がしづらく、製品の魅力がうまく伝わ

らないという問題がありました。

自動車内に、より居心地のよい居住空間が提供できることを静止画や口頭の説明だけで伝えることは困

難です。また、弊社の製品はメーカーから依頼され一品一様で開発しているため、現物を見せることも

できません。

過去に開発し、すでに発売されている自動

車の映像やHPの動画をMAXHUBミーティ

ングボードに投影しながらお客様に説明す

ることで、紙の資料や言葉で伝えてもわか

りづらかった制作工程や製品の魅力が伝わ

るようになったと感じています。

「大画面を活用した会議、簡単ワイヤレス投影」

MAXHUBミーティングボードを選んだ理由

複数人が参加する会議でも、大画面で同時にみ

ることができ、高画質カメラで会議室全体を映

せることが大きな魅力でした。

また、会議の録画や、その場で書き込んだもの

をデータとして共有できるので、議事録をとる

必要がなくなり、打ち合わせに集中できるよう

になりました。

あとはワイヤレスドングルを使えば、3Dデー

タを簡単に投影できることも決め手になりま

した。３Dデータが入っているPCの画面を

ミーティングボード上で動かしながら、お客

様と細かな修正の打ち合わせができます。無

線接続でも遅延がありません。

実際に来社されたお客様にも評判がよく、会

社のアピールポイントになっています。
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〒001-0010 北海道札幌市北区北10条西3-23-1 THE PEAK SAPPORO 1F
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「付加価値のあるプレゼンで、会社をアピール」

今後の展望

MAXHUBミーティングボードの導入により、プレゼンをする機会が増えました。

今後は動画やAR（＝拡張現実）、アバターなどを取り入れ、より付加価値のあるプレゼンをしていき

たいと思っています。

また、新卒採用などのオンライン面接を取り入れています。

中小企業では特に、IT化に取り組んでいるか否かが会社を選ぶ基準になってきているので、オンライン

面接でも活用し、優秀な人材獲得につなげていきたいです。

MAXHUBミーティングボードはアレンジ次第で様々な活用ができると感じています。さらに使い方を

広げ、会社が積極的にIT化に取り組んでいることをアピールしていきたいです。

導入担当者様

株式会社ダイワ・エム・ティ
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